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１．研究計画の概要 

1988-90 年に構築された大規模なコホート研
究 JACC Study の資料を用いて、75 歳、80 歳
に達することに関連する生活習慣要因の検
討を行うことを目的とする。JACC Study は約
11 万人を対象とするが、開始時点で 60 歳以
上の者約 4.9 万人を含む。これらのものを死
亡、転出まで追跡し、コホート研究の手法で、
死亡に関連する要因を検討する。 
（1）解析のためのコホートデータを整備・
蓄積するため、全国の研究協力者と共同し、
対象者の追跡を実施する。 
（2）高齢者が健やかに老いることに関連す
る要因を検討するため、疾病単位ではなく、
総死亡に重点を置いて、要因（主に生活習慣）
の検討を行う。解析には、統計ソフト SAS を
使用し、個人情報保護のため、氏名、住所、
生年月日のうち日を削除したデータを用い
る。 
 

２．研究の進捗状況 

（1）追跡状況：2010 年までの研究期間中に
2008 年末までの死亡・転出の追跡を終え、デ
ータセットをコホートとして使える状態に
整備した。 
（2）解析結果： 
①生活習慣との関連：生活習慣がよいもの
（喫煙しない、多量飲酒しない、１日１時間
以上の散歩をする、７時間の睡眠をとる、緑
黄色野菜をほぼ毎日摂取する、適切な体重で
ある）は悪いものに比べ、中年のみならず高
齢者でも死亡リスクが低いこと、ならびに 60
－79 歳のものにおいても６つの生活習慣を
１つでも改善することで男性の 26.7％ 、女
性の 20.2％の死亡が予防できる可能性を示
した。さらに、喫煙者は他の習慣がすべてよ

くても他の習慣がすべて悪い非喫煙者より
も平均余命が 60 歳時点でも 1 年以上短いこ
とを明らかにした。高齢者であっても生活習
慣を良好に保つこと、禁煙をすることの重要
性が示された。②体格：高齢者における BMI
と死亡の関連を検討した。中年者と異なり、
高齢者では痩せはリスクを上昇させ、
BMI20.0-22.9 の者に比べ BMI18.5-19.9 のも
のであってもわずかではあるが有意なリス
ク上昇を認めた。一方で、肥満者においては
BMI30 以上の女性でややリスク上昇を認めた
のみと高齢者における肥満は大きな問題と
ならなかった。全体として、BMI20.0 から 29.9
の広い範囲で死亡リスクが低かった。メタボリック
シンドロームを中心とした肥満対策が求められる
中、高齢者におけるこの結果は、今後の施策を
検討するうえで基礎的な資料と考えられる。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）高齢者における生活習慣と死亡との
関連を明らかにしている。しかし、今までの
ところベースラインデータを用いた解析を
実施しているのみで、生活習慣の変化（JACC 
Study では 5 年後のデータが一部の対象者で
利用可能）についてまだ検討できていない。 
 

４．今後の研究の推進方策 
（1）対象者の追跡は JACC Study 全体として
2009 年末までとしており、現在最終的な追跡
情報を確認している。まずこのデータ整備を
行い、最終的な解析用データセットを完成さ
せる。 
（2）高齢期における死亡（生存）との関連
を今までに検討していない生活習慣につい
ても検討する。特に食品、飲酒などを予定し
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ている。さらに、ベースラインから 5年後の
生活習慣を加味し、生活習慣の変化が死亡に
与える影響についても解析を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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